
実施主体：本事業は、一般社団法人 人とまちづくり研究所が、一般社団法人 日本認知症本人ワーキンググループ（手引き協力班）、 
borderless -with dementia- 、特定非営利活動法人 日本医療政策機構と共同で推進しています。

概要：認知症施策推進大綱に「認知症の人本人が、自身の希望や必要としていること等を本人同士で語り合う『本人
ミーティング』の取組を一層普及する。市町村はこうした場等を通じて本人の意見を把握し、認知症の人本人の視点を認
知症施策の企画・立案や評価に反映するよう努める。」とされ、認知症の本人の声を起点とする地域づくりや施策の見直
し・充実に向けた模索が重ねられています。 

認知症の本人の声の把握、共有とアクションはどのように行われているのか。どこから始めればよいのか。どんな変化が
見られたか―全国の都道府県・市区町村の認知症施策ご担当者を対象とするアンケート調査と実際に取り組んでいる地域
の事例から、認知症の本人の「声」とは、なぜ1人の声が大切なのか、そして認知症の本人と一緒にすすめる暮らしやす
い地域づくりに向けたヒントを探ります。

2023年3月23日(木) 15:00～17:00
自治体の認知症施策ご担当者、地域包括支援センター職員、認知症地域支援推進員の他、 
認知症のある方とともに活動する方・支援者等、本テーマに関心をお持ちの皆さま（転送歓迎）

日時：

対象：

参加：無料・事前登録制（一部参加可） 
 お申し込みは右URLもしくはQRコードから 
※ 申込締切は開催当日3月23日(木) 9時までです。 
※ 当日ご都合がつかない場合にも、ご登録いただいた方には、後日録画を配信します。

https://forms.gle/Mm3YDBmEQRUXUuD66

15:00-15:05 開会挨拶
堀田聰子（人とまちづくり研究所代表理事/慶應義塾大学大学院教授）

15:05-15:20 自治体アンケート調査報告

15:20-16:35
全国各地のチャレンジ 
5地域からの報告（5分×5） 
座談会

河野晴華さん（東京都・武蔵野市健康福祉部高齢者支援課） 
市川多美子さん（愛知県・岡崎市福祉部長寿課主査） 
兵藤晃一さん（本人ミーティングin岡崎 主催者） 
高場浩子さん（岐阜県・各務原市健康福祉部高齢福祉課地域包括ケア推進室主事） 
沼沢満さん（秋田県・羽後町役場健康福祉課羽後町地域包括支援センター主任介護支援専門員） 
杉浦綾乃さん（静岡県・富士宮市福祉企画課認知症地域支援推進員） 
進行：鬼頭史樹（愛知県・名古屋市北区西部いきいき支援センター/ borderless-with dementia-） 
　　　猿渡進平（福岡県・大牟田市白川病院医療連携室/人とまちづくり研究所理事）

16:35-16:55
総括と認知症の本人からの 
メッセージ 
本事業検討委員から

藤田和子さん（日本認知症本人ワーキンググループ代表理事） 
粟田主一さん（東京都健康長寿医療センター研究所 副所長／認知症未来社会創造センター センター長）

16:55-17:00 厚生労働省挨拶 和田幸典さん（厚生労働省認知症総合戦略企画官）

認知症の本人の声を施策や地域づくりに活かすためのポイントや具体例をまとめた手引きをお届け *2023年4月中旬 
本テーマに関連するオンライン交流会等にご招待（2023年度） *ご登録メールアドレスにご案内

参加特典：

厚生労働省令和4年度老人保健健康増進等事業

暮らしやすい地域をつくろう！

『認知症の人本人の声を市町村施策に反映する方策に関する調査研究』成果報告会
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認知症の本人とともに、


